
新人戦の団体戦 2連覇！  

新人戦団体戦の優勝カップを連取することが出来ました。新チームで臨む団体戦

では、1日 5試合を勝ち抜くために、チーム・ペアに以下のテーマを与えました。 

1人 1人がチームの一員としての意識を持ち、みんなで集中して戦い抜くこと。 

選手、サポーターそれぞれの役割をしっかりと果たすこと。 

強い気持ちを持ち続けること。 

3年生引退に伴って部員数が半減したことによる、部内での競争意識の維持だけで

なく、様々なプレッシャーや、コロナウィルス感染拡大防止とも戦いました。また、

対戦中も大きな声でプレーや応援ができないもどかしさを感じながらも、冷静沈着

にブレることなく 5試合に臨むことが出来ました。 

予選リーグ(3校)を 1位で抜け、迎えた決勝トーナメントは、すべての試合が 3番

勝負までもつれる対戦となりましたが、安定のペア、試合ごとに成長を見せたペア、

すべての対戦で 3番勝負を制したペアの頑張りと、サポーターの支えがありました。 

まだまだ、コロナ禍により、今後も様々な活動制限がかかるとは思いますが、与

えられた時間を有効に活用しながら、十勝支部のトップとして全道選抜大会に向け

て準備を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試合結果の詳細は、帯広ソフトテニス連盟 HP をご覧下さい。 



新人戦【個人戦】十勝支部予選会を終えて･･･ 

【ダブルス】 

優 勝 猪股・松村ペア   第 5位 岩間・磯部ペア 

【シングルス】 

準優勝 猪股 麗 

表記のように、ダブルス 2ペア、シングルス 1名が全道大会に出場します。 

ダブルス優勝ペアは先に行われた国体支部予選会においても、優勝を飾っており、

チームにとっての大きな牽引力となっています。また、5位に入賞したペアは、これ

まで、なかなかベスト 8 の壁を越えられずにいましたが、やっと全道の舞台で戦う

権利を得ることができました。支部予選会の結果に満足せず、全道での戦いに耐え得

うる、気力・体力・技術力を磨いていきます。 

シングルスでは、11 名の校内戦を勝ち進んだ 8 名で臨みました。シングルス独特

な雰囲気の中で、相手だけでなく、自分との戦いに挑み、1年の猪股が全道出場権を

獲得することができました。シングルスゲームを戦って、改めてサービス・レシーブ

の大切さ、ストローク・体力の強化という課題が浮き彫りになりました。この戦いの

反省を次の全道大会、団体戦支部予選会に生かしていきます。 

今大会も、残念ながら無観客試合となりましたが、これからも、Team Nansho’21

の活躍を期待していてください。 

＊大会結果の詳細は、帯広ソフトテニス連盟 HPをご覧下さい。 

 

 



2回目のコロナ禍での夏休みを迎えます 

新型コロナウィルス感染拡大防止のための、緊急事態宣言や、まん延防止重点措置

などの様々な条件下ですが、感染防止策を施しながら、夏休みの活動をしています。 

【校内シングルス戦】 8/22の新人戦シングルス支部予選会へ出場する８名を決定 

後衛・前衛別のリーグ戦、順位決めのリーグ戦を実施して、 

チームを代表して出場するメンバーを決めました。 

【国体全道予選会】 7月の支部予選会にて、猪股（1 年）・松村（2 年）ペアが優勝

を飾り、8/10からの全道大会（苫小牧）に出場します。 

【帯広研修大会】 南商からは 2チーム出場し、実り多い研修大会になるよう、頑張

ります。 

【部活動体験】 南商として初めての取り組みです。体験入学とは別日程で、部活動

を体験するための機会ができました。背伸びなどせず、いつも通り

の活動を通じて、Team Nansho‘21 の良さを体感していただければ

幸いです。 

【練習試合】 国体強化練習会の拡大版として、実施することができました。 

       今後も、機会があれば、管内外、中学校ともお願いしたいと思います。 

 

秋の新人戦(個人戦：ダブルス・シングルス、団体戦)でのタイトルに照準を合わせ、

引き続きコロナウィルス感染症拡大防止に努めながら、取り組んで参ります。 

引き続き応援よろしくお願い致します。 

 



高体連集約大会にて、2タイトルを獲ることができました 

【女子ダブルス】 優 勝 佐藤・久保田ペア   

第 3 位 北嶋・渡ペア 

第 5 位 櫻庭・前多ペア、中村・木嶋ペア 

【女子団体】  優 勝  

コロナ禍により全道インドア、ハイジャパ予選、集約、全道、インターハイが開催されず、卒業

した先輩たちの悔しさを一番身近で感じていた 3年生たちが、ついに躍動してくれました。 

個人戦出場 8 ペア、団体戦エントリー8 名枠のプレッシャー、部内で高まる競争意識の中でも、

全員で励ましあい、切磋琢磨しあい、新チーム 23 名に勢いが生まれ、上記の結果を得ることがで

きました。 

本来であれば、保護者の方々や、先輩方とこのうれしさをテニスコートで共有したかったのです

が、このような状況下ですので、Hp上のみでのご報告となりますことをご了承ください。 

 



 

 

（結果の詳細は帯広ソフトテニス連盟 Hpにて） 

 

 

 

 



GWの成果が試された選手権・加盟団体戦 

【今年の連休中のスケジュール紹介】 

 4／29（木） OFF（自主練） 

 5／1（土） 漢コンプレテスト、森コート練習（with タケシマ） 

 5／2（日） 森コート練習 

 5／3（月）～5／5（水）旭川遠征（旭川商業と練習試合） 

旭川ミズノ杯 櫻庭・前多、北嶋・渡ペア：ベスト 16 

大会終了後に自主練・練習試合ができました 

    ～他支部との（練習）試合を通じて、自分たちの振り返りと、新たな財産ができました～ 

 

 

旭川花咲公園テニスコートの桜の木の下で 

【選手権結果】 

中村・木嶋ペア：準優勝  北嶋・渡、佐藤・久保田ペア：ベスト 8 

 

準優勝 中村・木嶋ペア 



 

【加盟団結果】 

A チーム：第 3位 決勝進出を果たせず。しかし高校生チームとしてはトップタイ 

B チーム：予選リーグを抜けてベスト 8。成長著しいペアの集団に 

C チーム:予選リーグ敗退。公式戦初出場の部員を励まし、各ペアとしての収穫 

 

Team Nansho ‘21 

あまり天候には恵まれない連休でしたが、多くの練習（試合）や、遠征を通じて、

個々のペアの課題や、これから取り組む姿勢など、Team Nansho’21 として、高体連

に向けての指標がはっきりしました。 

まだまだ、コロナ過で予断が許されない状況ですが、高体連集約大会が無事に開催

され、3年生が有終の美を飾り、チーム（個人）目標を達成できるように、引き続き

応援よろしくお願いいたします。 

（旭川ミズノ杯の結果は、旭川ソフトテニス連盟 Hpにて） 

 （選手権、加盟団の結果は帯広ソフトテニス連盟 Hpにて） 



新入生７ 名を迎え、２ ３ 名の“Team Nansho ‘２ １ ”が始動しました 

春季大会（４ ／２ ４ ） 

アウトドアでの初戦に、新入生を含めた 10 ペアで臨みました。 

【大会結果】 

北嶋・渡ペア：準優勝  佐藤・久保田ペア：第 3位 

また、ベスト 16に 3ペアが食い込み、チーム内での戦いがますます高まっていき

ますが、これは、自分達がより強くなれる布石となりますので、連休明けの選手権、

加盟団体戦を経て、集約大会でチーム・個人としての力を最大限に発揮できるよう、

取り組んで参ります。引き続き応援よろしくお願い致します。 

（結果の詳細は、帯広ソフトテニス連盟 Hp にて） 

 


